
























































































































しかし，大日古は，2 つ目と 3 つ目の断簡の間に，
　○コノ間ノ闕文ハ，巻之二第七二一頁ニ収メタル続修十五裏書ナリ，宜シク併セ観ルベシ，





















































「続修 15」その他は，その「断簡」が現在所属している続修というグループ（種別）の第 15 巻

















 大日古巻ページ 種別･「断簡」番号 接続情報 記載
ⓐ 9 ノ 632～635 正集 3 裏⑫（2）  「東大寺写経所」
接続カ
ⓑ 9 ノ 635 正集 4 裏②
接続カ
ⓒ 2 ノ 722～723 続修 15 ⑥
 接続カ（表裏接続カ）
ⓓ 2 ノ 721～722 続修 15 ⑦
接続カ（表裏接続カ）
ⓔ 2 ノ 724～726 続修 15 ④ 　
接続ス（表裏接続カ）
ⓕ 2 ノ 723～724　 続修 15 ⑤
続ク（中間僅欠，欠行ナシ）
ⓖ 2 ノ 726.2～12 続修 15 ③（1）
貼リ継ガル
ⓗ 2 ノ 727.1～728 続修 15 ③（2） 「天平十九年十二月十五日」
接続カ

































なお，この「東大寺写経所解」は，天平 19 年 9 月 1 日から同年 12 月 15 日の期間を対象とする
布施申請解の案である。したがって，東大寺という寺名は 9 月 1 日に成立していた可能性はありう































































それによると，この場合の注経 400 張は麁経 2000 張に准ずるという（4）。すなわち，注経の 1 張
は麁経 5 張に相当するという計算である。したがって，注経 1 張に注陀羅尼 10 巻を写すのである
から，麁経 1 張に注陀羅尼 2 巻の割合となる（4）。これが（5）の「字数に依りて，麁経に准ず」の意
味するところである。






























は通常の麁経の 2000 張に相当した。経師は 10 人であるから，1 人平均麁経で 200 張となる。経師
1 人 1 日の麁経の書写量は平均 8 ～ 9 張であるから，これは 22 ～ 25 日で写せる分量である。個人







これら全体の所要日数を推測することは，不確定要素が多く難しいが，全体で 2 ～ 3 カ月と見て，
それほど狂いはあるまい。そうすると，この写経事業がはじまったのは，だいたい天平 17 年の 8
～ 9 月ごろということになる。
これによると，この写経事業の持つ意味は，にわかに大きなものとなる。じつは，聖武天皇はこ
の年の 8 月 28 日に難波宮への行幸に出発した。翌 9 月 17 日の勅で，しばらく前から病気であるこ
とを明らかにした。『続日本紀』にはこの順序で記されているが，実際は逆で，おそらく体調を崩
したので，生命力を奮い起こす力のある場所と考えられていた難波に行幸したものと考えられる。
この時の病気はかなり深刻であったらしく，9 月 19 日には平城宮と恭仁宮の警固，孫王（天智
天皇と天武天皇の孫）たちの召集，平城宮に置かれていた鈴印の取りよせ，薬師悔過の実施，賀 
茂社と松尾社での祈祷，放生，3800 人の大量得度の許可などが，つぎつぎと命じられた。さらに 9
月 20 日には，八幡神社への奉幣，大般若経 100 部 60000 巻もの大規模写経，薬師仏像 7 体の造像
と薬師経 7 巻の写経，23 日には大般若経の読経など，あらゆることが行われた。









































　（5）　　　大潅頂経一部十二巻依山田史姫嶋今年十月十八日宣所奉写      （同 99）







（3）は，聖武天皇に近い良弁の宣による六十華厳経 20 部 1200 巻の写経事業，（4）は，皇后宮職少



















（ 1 ）――栄原永遠男『正倉院文書入門』（角川叢書 55，
角川学芸出版，2011 年 10 月）参照。





（『正倉院文書研究』1，2，3，10，1993 年 11 月～1995





種別 巻数など 整理者 『史料目録』の巻数
『影印集成』
の巻数
正集 45 巻 穂井田忠友 1 1～4
続修 50 巻 浅草文庫 2 5～8
続修後集 52（43）巻 〃 3 9～11
続修別集 50 巻 〃 4 12～14
塵芥 39 巻 3 冊 内務省図書局 5 15～17










（ 7 ）――東京大学史料編纂所編『正倉院文書目録』一 
正集（東京大学出版会，1987 年 3 月），同二続修（同，
1988 年 3 月），同三続修後集（同，1994 年 5 月），同四
続修別集（同，1999 年 3 月），同五塵芥（同，2004 年 5
月），同六続々修一（同，2010 年 3 月）。
（ 8 ）――宮内庁正倉院事務所編『正倉院古文書影印集成』
一正集巻一～二一（八木書店，1988 年 5 月）以下，同
十七塵芥文書　裏巻一～三九他（同，2007 年 8 月）まで。
（ 9 ）――「 」で示すのは『大日本古文書（編年）』の文書名。
（10）――以下，大日古，9 ノ 632 ～ 636 のように記す。
（11）――『東大寺要録』本願章，縁起章
（12）――『続日本紀』天平 13 年 3 月 24 日条，『類聚三代
格』天平 13 年 2 月 14 日勅。後者および『続日本紀』天
平 19 年 11 月 7 日詔により，国分寺建立の詔は天平 13
年 2 月 14 日に出されたとみられる。







2000 年 3 月），同「正倉院文書研究の動向と個別写経事
業研究の意義」（『奈良時代写経史研究』塙書房，2003










―間写経の研究―」（『日本宗教史研究』4，1974 年 4 月）
（19）――栄原永遠男「難波之時御願大般若経について」
（『奈良時代写経史研究』塙書房，2003 年 5 月，もと『大






（2014 年 1 月 7 日受付，2014 年 5 月 26 日審査終了）
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Current State and Problems of the Study of Shoso-in Documents
SAKAEHARA Towao
The study of Shoso-in documents should focus on Shakyojo documents （documents of the sutra 
copying offices）. As a prerequisite for the study, it is essential to verify the sequence of dankan 
（fragmentary pieces of writing） based on sequential information and to restore account books and 
other documents as they were in the Nara period. To show how significant it is, this article takes the 
case of Todai-ji Shakyojo Ge （Report of the Sutra Copying Office of Todai-ji Temple） for instance. This 
consists of nine pieces of dankan, and they are misarranged in Dai Nihon Komonjo: Hennen Monjo, 
which does not stand on solid ground. By rearranging the dankan based on sequential information, it 
turns out to be highly likely that Todai-ji Shakyojo Ge is a document dated December 15, 747. If it is 
true, it may be the oldest document regarding Todai-ji Temple, which is important since it indicates 
a milestone when the temple became established as a leading temple of Japanese Buddhism. The 
research on individual sutra-copying projects is meaningful not only because it can classify Shakyojo 
documents, a collection of dankan, into respective sutra-copying projects. Another unique and 
important aspect of the study appears, for example, in the sutra-copying project of 4,000 volumes of 
Dharani. This project is estimated to have started around August to September, 745. If this estimation 
is correct, it is possible to assume that the project was created for the purpose of praying for the 
recovery of the Emperor Shomu. This assumption suggests that esoteric Buddhist practices had been 
introduced into the imperial court by that time. Thus, the study of individual sutra-copying projects 
can make a substantial contribution to research on Buddhism, the relationship between Buddhism 
and politics, and other related matters in the Nara period.
Key words: Shakyojo documents （documents of the sutra copying offices）, Dankan （fragmentary 
pieces of writing）, Sequential information, Study of individual sutra-copying projects, Todai-ji Temple, 
Magical power of Dharani
